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『学校経営研究』第 31巻 2006 
校長には経営者校長として、さらにいえば組織変革者校長としての役割が求められるようになった













































































1年代表 3名、 2年代表 3名の計 9名、保護者代表は PTA会長、副会長2名、他の保護者代表 3
名の計6名、教織員は校長、教頭2名、事務部長、教務主任、生徒指導主事の計 6名であった。第
l自では3年生は卒業間近かということもあり参加しなかった。
第2自では生徒代表は生徒会長、副会長 2名、各学年の生徒代表理事各 2名の計 9名となり、 3
年生も加わった。保護者代表の構成には変化はなく 6名であった。教職員代表には生徒指導部 1名、
研究企画部主任 1名、特別活動部主任 1名が加わり 9名となった。
第 3回は第 2回と向様であった。
④審議内容および経過
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教育段階 Iの学校では教員:父母:生徒の比率が3: 2 : 1から 1: 1 : 1へ、中等教育段階Eの
学校では3: 1 : 2から 5: 2 : 5へ、中等教育設措 iおよびHの併設校では2: 1 : 1から 1: 
1 : 1へと変化している。いずれの学校段階においても、教員の比率が減少するとともに生徒の比
率が増加していることがうかがえる。
(2) 2005年 1月 20自に志度高校の先生方ともに辰野高校を訪問し、辰野高校三者協議会を立ち上げ、
その運営を担っている宮下与兵衛教諭にインタヴューを行った。宮下教諭は辰野高校三者協議会を
構想する際に、拙著『ドイツ学校経営の研究一合議制学校経営と校長の役割変容一~ (亜紀書房、
1996)を参照されたとのことであった。
??
?
??
